
Ⅰ．はじめに

　ハゼノキは果皮から木蝋を採取する特用樹であり，木蝋は化粧

品，和ろうそく等の高級原材料として珍重されている。このこと

から，九州育種場では木蝋収量の向上等を目標とした育種に関す

る研究を進めている。

　ハゼノキの果実に含まれる木蝋の重量割合（含蝋率）は木蝋生

産効率に関わる重要な特性の一つである。一般に樹冠内の位置，

主に高さによって光環境が異なるため，個体内で果実の生育状態

に差異が生じることが推測される。さらに果実の生育状態は含蝋

率に影響を及ぼし，含蝋率の個体内変動を引き起こすことが考え

られる。含蝋率のクローン特性は，少数の果房のサンプリングに

より測定するが，適切なサンプリングを行う上で含蝋率の個体内

変動を把握しておくことが必要である。含蝋率がクローン（品

種）間で異なることはよく知られているが，個体内の変動（1）

や，その変動幅のクローン間差に関する詳しい調査は少ない。

　本報告では複数クローンを用いて，果房の採取位置による含蝋

率の変動を把握し，含蝋率のクローン特性を適切に把握するサン

プリング方法を検討する。

Ⅱ．材料と方法

　供試材料は，熊本県水俣市に設定したハゼノキ試験地に植栽さ

れている中原３号，戸島１号，水俣３号，木部１号の４クローン

で，各クローンにつき２ラメートである。供試時の樹齢は８－１０

年であった。

　直交する２方向の樹冠直径と樹高を測定した。樹高を上・中・

下部に３等分し，各部位から５つずつ，大きさがばらつくように

果房を採取した。採取した果房ごとに果実の数と重量を測定した。

さらに果実１０gを破砕し，ソックスレー抽出器を用い，n－ヘキサ

ンを溶媒として木蝋を抽出した。抽出温度は９０℃，時間は２時間

である。含蝋率は（抽出した木蝋重量）／（抽出に用いたサンプ

ル重量）×１００として算出した。

Ⅲ．結果と考察

　表－１に樹冠のサイズを示す。樹高は３．１mから５．５mで，平均

樹冠直径は４mから６．２mであった。樹冠直径／樹高は中原３号

が大きく，水俣３号が小さい傾向が認められた。

　図－１にクローンごと，樹冠の部位ごとの果実１００粒重を示す。

いずれのクローンも上部ほど重量は大きい傾向がみられた。重量

の違いは果実の生育状態の良否を反映していると考えられる。４

クローン中で木部１号が最も部位間差が小さかった。

　図－２に樹冠の部位別に果房中の果実数と含蝋率の関係を示す。

樹冠の上部ほど果実数の多い果房が存在し，かつ一房当たりの果

実数は大きく変動した。果実数の個体内における変動幅は１０倍以

上であった。含蝋率は上部の方が高く，分散は下部ほど大きかっ

た。含蝋率のばらつきにはクローンごとに差がみられ，戸島１号

が最も大きく，木部１号が最も小さかった。クローン，部位によ

り果実数と含蝋率との間には相関が認められたが，一定の傾向は

得られなかった。

　以上のように，同一クローン内では果実の重量，含蝋率ともに

樹冠の高さによる違いが存在し，個体内におけるばらつきの程度

はクローン間で差があることが分かった。いずれのクローンも，

含蝋率測定のためには，ばらつきが大きく含蝋率の低い果実を有

する樹冠下部の果房は避けてサンプリングすべきであろう。特に

樹冠中部の果房の含蝋率は全体平均と近い値であったので，個体
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表－１．　供試個体のサイズ

樹冠直径／樹高平均樹冠直径
（cm）

樹高
（cm）

ラメートクローン

クローン平均ラメート毎

１．４０１．３７４６０３３５A
中原３号

１．４４４４５３１０B

１．０５０．８３４００４８０A
戸島１号

１．２７５７０４５０B

１．０２０．９７５３３５５０A
水俣３号

１．０６５０５４７５B

１．２９１．１６４７５４１０A
木部１号

１．４３６１５４３０B



の代表値として用いることができるかもしれない。また果実数に

ついては特に考慮する必要が認められなかった。

　本報告の結果は単年のものであるため，今後は年次変動の確認

の必要があろう。
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図－１．各クローンの樹冠内部位別の果実重量（g／１００粒）

　　　　　　図中の異なるアルファベットは５％水準で有意に異
なることを表す（t－検定）。エラーバーは標準偏差
を示す。

図－２．果房中の果実数と含蝋率の関係
　　　　図中の数字は含蝋率の平均（変動係数（％））を示す。

（２００４年１１月８日　受付；２００４年１２月１７日　受理）


